
令和 3 年度 

全国公立小中学校事務職員研究会岡山支部（岡山県） 

第２回研修会 第２部 要項 

日 時：令和４年１月２４日（月）９：３５～ 

方 法：オンライン（Ｚｏｏｍ） 

ミーティングＩＤ：328 524 5740

ミーティングパスコード：943930

参加時の名前：市町村名 氏 名 

１ 開 会 

２ ワークショップ 

（１）研究部提案

提案者 全事研岡山支部（岡山県）研究部 

（２）グループ協議

進 行 全事研岡山支部（岡山県）研究部 

３ 閉 会 

・Zoom に参加中は指示があるまでミュート状態にしてください。 …資料１ 

・不具合等が生じた場合は Zoom のチャット機能、またはメールでご連絡ください。

メール送付先：kei_takashima@hayashima.gse.okayama-c.ed.jp（総務部長 髙嶋）

アンケートにご協力をお願いします。

Google フォームにて、1 月３１日（月）までにご回答ください。

 URL：https://forms.gle/PofzpwG7gzNfzZiNA 
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  研究部主催のワークショップに申込みを頂きありがとうございます。 

オンラインのワークショップは初めての試みです。コロナ禍でなかなか集まる機会

がなかったため、対面ではなくても、一緒に研修する場を設けることができればと考 

えました。 

さて、ワークショップご参加にあたり、いくつかご準備をお願いいたします。 

楽しい研修にしていきたいと考えています。 

当日を楽しみにしています。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

全事研岡山支部(岡山県)研究部長 西山由花子 

【ワークショップについて準備物＆注意事項】 

１． 準備物（タブレット・PC・今回ダウンロードするもの以外で用意する物） 

① 働き方改革をテーマに考えています。その中で以下の内容についてグループ

で話をする予定です。

自校の学校教育目標、学校経営方針、自校のリソース（ヒト・モノ・カネ・

時間・情報）・自校の良い点、自校の課題・取り組みたいことを元に話し合う

予定です。メモ用シートも用意していますので、記入できるようだったら事

前にご記入ください。

② A4�白紙コピー用紙（メモに使用します）２～３枚

③ サインペン等細すぎず、くっきり見えるペン（プロッキーなど）１本�

２． 参加環境及び注意事項 

① Jamboard（ジャムボード）を使用する予定です。        …資料 2-1

岡山県総合教育センターの HP「教育の情報化ユニット研修〈GIGA 端末導入

期編〉」には使い方の動画もあります。              …資料 2-２

https://www.pref.okayama.jp/page/683507.html#unit7

② 職員室内等からのご参加の場合

ヘッドホン、マイク等をご使用いただき、室内の他の方の声がきこえないようご

配慮ください。 

※機器によっては、室内の他の方の声がオンラインの相手の方にも届くこと

があります。 

十分ご注意ください。 

 全事研岡山支部(岡山県)第２回研修会第２部参加者の皆さんへ
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。
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ア
ク
シ
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ン
プ
ラ
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掲
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実
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統
一

し
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整
備
状
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備
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率
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環
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き
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伝
え
る
・
共
有
す
る

・望
ま
し
い
教
育
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、教
職
員
で
協
議
し
、必
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な
物
品
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リ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
取
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組
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品
購
入
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つ
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務
か
ら
具
体
的
な
負
担
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分
を
提
案
し
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議
す
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実
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組
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の
学
校
の
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品
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負
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つ
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課
題
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え
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務
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自
己
完
結
と
な
ら
な
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に
、
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内
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の
連
携
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図
り
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課
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有
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時
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す
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実
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担
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制
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に
つ
い
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を

行
い
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求
に
お
い
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行
政
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全
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取
り
組
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予
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の
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教
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委
員
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目
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、
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体
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え
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。
」

振
り

返
る ・

評
価
す
る

・今
回
の
行
動
で
学
校
教
育
目
標
の
達
成
に
繋
が
っ
た
か
。

・十
分
な
予
算
の
確
保
や
、保
護
者
負
担
の
適
正
化
に
つ
い
て
、予
算
委
員
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等

で
検
証
す
る
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・学
校
環
境
整
備
に
つ
い
て
、学
校
評
価
項
目
に
追
加
し
、保
護
者
の
意
見
を
集

約
す
る
。

評
価
方
法
の
具
体
を
企
画
す
る

新
た
な
課
題
、
疑
問
、
問
題
点
か
ら

次
の
サ
イ
ク
ル
へ

「
連
携
協
働
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
を
回
す
事
務
職
員
へ
」
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連携アンケートの
報告と提案

全国公立小中学校事務職員研究会 岡山支部（岡山県） 研究部

目 次

１．校務運営へのかかわり度合い

２．チーム学校としての機能（機能させるためのポイント）

３．学校課題解決のための連携相手

４．躊躇・あきらめ（阻害要因）

５．若手と中堅・ベテランそれぞれの強みと弱み
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１ ． 校 務 運 営 へ の か か わ り 度 合 い

経験年数が上がるほど、関
わる範囲が広い

マネジメントについて
かかわりが深まってきている

２ ．チーム学校としての機能（機能させるためのポイント ）

あなたの学校はチーム学校として機能していると思いますか

6 / 17



２ ．チーム学校としての機能（機能させるためのポイント ）

「チーム学校」が機能していると回答した理由に当てはまるもの（複数回答可）

若手
中堅・ベテラン

３ ． 学 校 課 題 解 決 の た め の 連 携 相 手

若手
中堅・ベテラン
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３ ． 学 校 課 題 解 決 の た め の 連 携 相 手

若手
中堅・ベテラン

３ ． 学 校 課 題 解 決 の た め の 連 携 相 手

若手
中堅・ベテラン
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３ ． 学 校 課 題 解 決 の た め の 連 携 相 手

若手
中堅・ベテラン

４ ． 躊 躇 ・ あ き ら め （ 阻 害 要 因 ）

9 / 17



５ ． 若 手 と 中 堅 ・ ベ テ ラ ン
そ れ ぞ れ の 強 み と 弱 み

フットワークの良さ

前向きな意欲

マネジメント参画の意識

実現させるためのスキル

若手 中堅・ベテラン

強

み

弱

み

現実や困難

あきらめ感
経験や知識不足

マネジメント参画の意識 持ちにくい

共同
実施

行政の仕組みの整備・研修体制の充実

相乗効果
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現在の強みと弱み

向上と改善

よりよい学校教育活動

スキルアップ・モチベーションアップ
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連携に関するアンケート結果
　全事研岡山支部（岡山県）研究部　2021．12．22時点 
回答8８件

数値部分のみ 記述部分は省略しています
Ⅰ あなたについて教えてください。

Ⅱ 勤務校について教えてください。
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全体

Ⅲ 次の校務運営にかかわる業務について、あなたのかかわりの度合いを教えてください。

Ⅳ 学校内外の連携について教えてください。

２．上記の質問で「機能して
いる」「まあまあ機能してい
る」と回答した方におたずね
します。そう答えた理由に当
てはまるものを選んでくださ
い。（複数回答可）73件の回
答
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※赤棒グラフ現状

３

4 令和の日本型学校教育（＊２）の実現に向けて、あなたがチーム学校（＊２）の一員として実践していることを教えてください。
（今回省略 後日）

校内の連携
５．学校が組織として機能していくためには、専門性を持った様々なスタッフが連携して多方面から学校を支
える必要があると考えます。総務財務に通じる職種である事務職員も学校内外の人材をマネジメントし、連携
をとっていくことが求められます。 あなたは、学校の課題を考える際に、校内外の誰と主に連携をとってい
ますか。（複数回答可 主な連携相手を校内・校外合わせて最大５つまで選択してください）

６．組織としてより良いチーム学校になるために、事務職員は特に誰と連携を取るべきだと思いますか？（複数
回答可 最大５つまで選択してください）

※青の棒グラフ
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校外の連携

５．学校が組織として機能していくためには、専門性を持った様々なスタッフが連携して多方面から学校を支
える必要があると考えます。総務財務に通じる職種である事務職員も学校内外の人材をマネジメントし、連携
をとっていくことが求められます。 あなたは、学校の課題を考える際に、校内外の誰と主に連携をとってい
ますか。（複数回答可 主な連携相手を校内・校外合わせて最大５つまで選択してください）
※赤棒グラフ現状

６．組織としてより良いチーム学校になるために、事務職員は特に誰と連携を取るべきだと思いますか？（複数
回答可 最大５つまで選択してください）
※青の棒グラフ

Ⅴ 学校の課題に対し「見る・知る→伝える・共有する→動く・提案する→振り返る・評価する」という4つのスモールス
テップを繰り返すことによって、課題が共有されるとともに目標達せに向けてのマネジメントが機能し、チーム学校の状況

が好転していくと考えます。今後、事務職員の行政的な視点・価値観からの提案や連絡調整が必要だと考えます。

学校内外の連携をスムーズに進めるために、今後何が大切だと思いますか。理由も含めてご記入下さい。（今回省略）
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